
ダビデの歩み　１サムエル記 

（長男）サウルが（次男）ダビデをねたむ 

15: サウルが王位から退けられる 

1Sm 15:26 サムエルはサウルに言った、「あなた
と一緒に帰りません。あなたが主の言葉を捨てた
ので、主もあなたを捨てて、イスラエルの王位から
退けられたからです」。 

16: ダビデが選ばれる 

1Sm 16:13 サムエルは油の角をとって、その兄弟た
ちの中で、彼に油をそそいだ。この日からのち、主
の霊は、はげしくダビデの上に臨んだ。そしてサム
エルは立ってラマへ行った。 
1Sm 16:14 さて主の霊はサウルを離れ、主から来
る悪霊が彼を悩ました。 

1Sm 16:23 神から出る悪霊がサウルに臨む時、ダ
ビデは琴をとり、手でそれをひくと、サウルは気が
静まり、良くなって、悪霊は彼を離れた。 

17: ペリシテ人ゴリヤテ 

1Sm 17:26 ダビデはかたわらに立っている人々に
言った、「このペリシテびとを殺し、イスラエル
の恥をすすぐ人には、どうされるのですか。この
割礼なきペリシテびとは何者なので、生ける神の
軍をいどむのか」。 
1Sm 17:36 しもべはすでに、ししと、くまを殺し
ました。この割礼なきペリシテびとも、生ける神
の軍をいどんだのですから、あの獣の一頭のように
なるでしょう」。 
1Sm 17:37 ダビデはまた言った、「ししのつめ、
くまのつめからわたしを救い出された主は、また
わたしを、このペリシテびとの手から救い出される
でしょう」。サウルはダビデに言った、「行きな
さい。どうぞ主があなたと共におられるよう
に」。 
1Sm 17:45 ダビデはペリシテびとに言った、「お
まえはつるぎと、やりと、投げやりを持って、わ
たしに向かってくるが、わたしは万軍の主の名、す
なわち、おまえがいどんだ、イスラエルの軍の神の
名によって、おまえに立ち向かう。 
1Sm 17:46 きょう、主は、おまえをわたしの手に
わたされるであろう。わたしは、おまえを撃って、

首をはね、ペリシテびとの軍勢の死かばねを、きょ
う、空の鳥、地の野獣のえじきにし、イスラエル
に、神がおられることを全地に知らせよう。 

勇士、力ある者 

1Sm 17:51 ダビデは走りよってペリシテびとの上
に乗り、そのつるぎを取って、さやから抜きはな
し、それをもって彼を殺し、その首をはねた。ペ
リシテの人々は、その勇士が死んだのを見て逃げ
た。 
Psa 52:1 力ある者よ、何ゆえあなたは神を敬う人
に与えた災について誇るのか。あなたはひねもす
人を滅ぼすことをたくらむ。 
1Sm 2:4 勇士の弓は折れ、弱き者は力を帯びる。 

ハンナの歌 

1Sm 2:7 主は貧しくし、また富ませ、低くし、また
高くされる。 
1Sm 2:8 貧しい者を、ちりのなかから立ちあがら
せ、乏しい者を、あくたのなかから引き上げて、王
侯と共にすわらせ、栄誉の位を継がせられる。地
の柱は主のものであって、その柱の上に、世界をす
えられたからである。 

1Sm 18:10 次の日、神から来る悪霊がサウルには
げしく臨んで、サウルが家の中で狂いわめいたの
で、ダビデは、いつものように、手で琴をひいた。
その時、サウルの手にやりがあったので、 
1Sm 18:11 サウルは「ダビデを壁に刺し通そう」
と思って、そのやりをふり上げた。しかしダビデは
二度身をかわしてサウルを避けた。 
1Sm 18:12 主がサウルを離れて、ダビデと共にお
られたので、サウルはダビデを恐れた。 

サウルがダビデを陥れる 

1Sm 18:17 その時サウルはダビデに言った、「わ
たしの長女メラブを、あなたに妻として与えよう。
ただ、あなたはわたしのために勇ましく、主の戦い
を戦いなさい」。サウルは「自分の手で彼を殺さ
ないで、ペリシテびとの手で殺そう」と思ったから
である。 
1Sm 18:21 サウルは「ミカルを彼に与えて、彼を欺
く手だてとし、ペリシテびとの手で彼を殺そう」



と思ったので、サウルはふたたびダビデに言った、
「あなたを、きょう、わたしのむこにします」。 
1Sm 18:23 そこでサウルの家来たちはこの言葉を
ダビデの耳に語ったので、ダビデは言った、「わ
たしのような貧しく、卑しい者が、王のむこになる
ことは、あなたがたには、たやすいことと思われ
ますか」。 

ヨナタンの執り成し 

1Sm 19:4 ヨナタンは父サウルにダビデのことをほ
めて言った、「王よ、どうか家来ダビデに対して罪
を犯さないでください。彼は、あなたに罪を犯さ
ず、また彼のしたことは、あなたのためになること
でした。 
1Sm 19:5 彼は命をかけて、あのペリシテびとを殺
し、主はイスラエルの人々に大いなる勝利を与え
られたのです。あなたはそれを見て喜ばれました。
それであるのに、どうしてゆえなくダビデを殺し、
罪なき者の血を流して罪を犯そうとされるのです
か」。 
1Sm 19:6 サウルはヨナタンの言葉を聞きいれた。
そしてサウルは誓った、「主は生きておられる。わ
たしは決して彼を殺さない」。 

1Sm 19:9 さてサウルが家にいて手にやりを持って
すわっていた時、主から来る悪霊がサウルに臨んだ
ので、ダビデは琴をひいていたが、 
1Sm 19:10 サウルはそのやりをもってダビデを壁
に刺し通そうとした。しかし彼はサウルの前に身
をかわしたので、やりは壁につきささった。そして
ダビデは逃げ去った。 

ノブの祭司アヒメレク 

1Sm 22:18 そこで王はドエグに言った、「あなた
が身をひるがえして、祭司たちを殺しなさい」。エ
ドムびとドエグは身をひるがえして祭司たちを撃
ち、その日亜麻布のエポデを身につけている者八
十五人を殺した。 
1Sm 22:19 彼はまた、つるぎをもって祭司の町ノ
ブを撃ち、つるぎをもって男、女、幼な子、乳飲み
子、牛、ろば、羊を殺した。 
1Sm 22:21 そしてアビヤタルは、サウルが主の祭
司たちを殺したことをダビデに告げたので、 
1Sm 22:22 ダビデはアビヤタルに言った、「あの
日、エドムびとドエグがあそこにいたので、わたし
は彼がきっとサウルに告げるであろうと思った。わ

たしがあなたの父の家の人々の命を失わせるもと
となったのです。 
1Sm 22:23 あなたはわたしの所にとどまってくだ
さい。恐れることはありません。あなたの命を求
める者は、わたしの命をも求めているのです。わた
しの所におられるならば、あなたは安全でしょ
う」。 

1Sm 24:6 ダビデは従者たちに言った、「主が油を
注がれたわが君に、わたしがこの事をするのを主
は禁じられる。彼は主が油を注がれた者であるか
ら、彼に敵して、わたしの手をのべるのは良くな
い」。 
1Sm 24:11 わが父よ、ごらんなさい。あなたの上
着のすそは、わたしの手にあります。わたしがあな
たの上着のすそを切り、しかも、あなたを殺さな
かったことによって、あなたは、わたしの手に悪
も、とがもないことを見て知られるでしょう。あ
なたはわたしの命を取ろうと、ねらっておられます
が、わたしはあなたに対して罪をおかしたことはな
いのです。 
1Sm 24:12 どうぞ主がわたしとあなたの間をさば
かれますように。また主がわたしのために、あな
たに報いられますように。しかし、わたしはあな
たに手をくだすことをしないでしょう。 
1Sm 24:13 昔から、ことわざに言っているよう
に、『悪は悪人から出る』。しかし、わたしはあ
なたに手をくだすことをしないでしょう。 
1Sm 24:14 イスラエルの王は、だれを追って出て
こられたのですか。あなたは、だれを追っておら
れるのですか。死んだ犬を追っておられるのです。
一匹の蚤を追っておられるのです。 
1Sm 24:15 どうぞ主がさばきびととなって、わた
しとあなたの間をさばき、かつ見て、わたしの訴
えを聞き、わたしをあなたの手から救い出してくだ
さるように」。 

1Sm 24:17 サウルはまたダビデに言った、「あな
たはわたしよりも正しい。わたしがあなたに悪を
報いたのに、あなたはわたしに善を報いる。 
1Sm 24:18 きょう、あなたはいかに良くわたしを
あつかったかを明らかにしました。すなわち主が
わたしをあなたの手にわたされたのに、あなたは
わたしを殺さなかったのです。 
1Sm 24:19 人は敵に会ったとき、敵を無事に去ら
せるでしょうか。あなたが、きょう、わたしにした
事のゆえに、どうぞ主があなたに良い報いを与え
られるように。 



ナバルとアビガイル 

1Sm 25:2 マオンに、ひとりの人があって、カルメ
ルにその所有があり、ひじょうに裕福で、羊三千
頭、やぎ一千頭を持っていた。彼はカルメルで羊の
毛を切っていた。 
1Sm 25:3 その人の名はナバルといい、妻の名はア
ビガイルといった。アビガイルは賢くて美しかった
が、その夫は剛情で、粗暴であった。彼はカレブび
とであった。 
1Sm 25:14 ところで、ひとりの若者がナバルの妻
アビガイルに言った、「ダビデが荒野から使者をつ
かわして、主人にあいさつをしたのに、主人はその
使者たちをののしられました。 
1Sm 25:17 それで、あなたは今それを知って、自
分のすることを考えてください。主人とその一家に
災が起きるからです。しかも主人はよこしまな人
で、話しかけることもできません」。 
1Sm 25:21 さて、ダビデはさきにこう言った、「わ
たしはこの人が荒野で持っている物をみな守って、
その人に属する物を何ひとつなくならないようにし
たが、それは全くむだであった。彼はわたしのし
た親切に悪をもって報いた。 
1Sm 25:25 わが君よ、どうぞ、このよこしまな人
ナバルのことを気にかけないでください。あの人
はその名のとおりです。名はナバルで、愚かな者で
す。あなたのはしためであるわたしは、わが君なる
あなたがつかわされた若者たちを見なかったので
す。 
1Sm 25:33 あなたの知恵はほむべきかな。またあ
なたはほむべきかな。あなたは、きょう、わたしが
きて血を流し、手ずからあだを報いることをとど
められたのです。 
1Sm 25:37 朝になってナバルの酔いがさめたと
き、その妻が彼にこれらの事を告げると、彼の心
はそのうちに死んで、彼は石のようになった。 
1Sm 25:39 ダビデはナバルが死んだと聞いて言っ
た、「主はほむべきかな。主はわたしがナバルの
手から受けた侮辱に報いて、しもべが悪をおこな
わないようにされた。主はナバルの悪行をそのこ
うべに報いられたのだ」。ダビデはアビガイルを妻
にめとろうと、人をつかわして彼女に申し込んだ。 

1Sm 26:5 そしてダビデは立って、サウルが陣を
取っている所へ行って、サウルとその軍の長、ネル
の子アブネルの寝ている場所を見た。サウルは陣所
のうちに寝ていて、民はその周囲に宿営していた。 

1Sm 26:9 しかしダビデはアビシャイに言った、「彼
を殺してはならない。主が油を注がれた者に向かっ
て、手をのべ、罪を得ない者があろうか」。 
1Sm 26:23 主は人おのおのにその義と真実とに
従って報いられます。主がきょう、あなたをわたし
の手に渡されたのに、わたしは主が油を注がれた
者に向かって、手をのべることをしなかったので
す。 
1Sm 26:24 きょう、わたしがあなたの命を重んじ
たように、どうぞ主がわたしの命を重んじて、も
ろもろの苦難から救い出してくださるように」。 

ダビデはガテ王アキシュをだます 

1Sm 27:9 ダビデはその地を撃って、男も女も生か
しおかず、羊と牛とろばとらくだと衣服とを取っ
て、アキシのもとに帰ってきた。 

1Sm 28:20 そのときサウルは、ただちに、地に伸
び、倒れ、サムエルの言葉のために、ひじょうに恐
れ、またその力はうせてしまった。その一日一
夜、食物をとっていなかったからである。 

ツィケラグ 

1Sm 30:6 その時、ダビデはひじょうに悩んだ。そ
れは民がみなおのおのそのむすこ娘のために心を
痛めたため、ダビデを石で撃とうと言ったからで
ある。しかしダビデはその神、主によって自分を
力づけた。 

1Sm 30:21 そしてダビデが、あの疲れてダビデにつ
いて行くことができずに、ベソル川のほとりにとど
まっていた二百人の者のところへきた時、彼らは出
てきてダビデを迎え、またダビデと共にいる民を
迎えた。ダビデは民に近づいてその安否を問う
た。 
1Sm 30:22 そのときダビデと共に行った人々のう
ちで、悪く、かつよこしまな者どもはみな言っ
た、「彼らはわれわれと共に行かなかったのだか
ら、われわれはその人々にわれわれの取りもどし
たぶんどり物を分け与えることはできない。ただ
おのおのにその妻子を与えて、連れて行かせましょ
う」。 
1Sm 30:23 しかしダビデは言った、「兄弟たちよ、
主はわれわれを守って、攻めてきた軍隊をわれわ
れの手に渡された。その主が賜わったものを、あ
なたがたはそのようにしてはならない。


